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20歳の願い（写真研究会集団新白石）

市届憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくセ）ます。

＊きまr）を守1）　明るい社会を　きずきます。



　　　難　　霧　繋霧霧霧、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　翻　　　　　　　鑓　　　　　　霧　　　　　霧　　　　霧　　、霧　　霧鋒霧

に

当
市つ
長

鈴て

題
鶴
睡
灘

『
・
〆
渉　
　
　
　
’

謎鍍㍗
溢
．
　
醗

潭

　
市
民
の
皆
様
一
九
八
O
年
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
年
は
次
の
諸
間
題
を
是
非

実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
越
河
・
斎
川
に
上
水
道
の
実

現
と
農
業
用
水
の
確
保
を
。

　
八
年
越
し
の
水
枯
れ
対
策
に

つ
い
て
国
鉄
と
の
間
に
同
意
が

出
来
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
大

平
森
合
に
五
千
ト
ン
の
貯
水
槽

を
つ
く
り
問
題
解
決
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
大
鷹
沢
地
区
に
工
場
誘
致
を

実
現
し
た
い
。

　
三
協
ア
ル
ミ
の
失
敗
以
来
未

解
決
の
工
場
誘
致
は
、
県
首
脳

部
と
一
体
に
な
り
、
そ
の
実
現

を
期
す
べ
く
、
あ
る
工
場
を
目

標
に
実
現
を
計
り
た
い
。

　
新
幹
線
開
通
を
目
途
に
周
辺

の
区
画
整
理
の
実
行
と
幹
線
道

路
の
完
成
整
備
を
計
る
。

　
大
鷹
沢
側
は
す
で
に
計
画
も

立
っ
て
い
る
が
、
白
石
側
に
つ

い
て
も
早
急
に
同
意
を
得
て
実

行
に
踏
み
切
り
た
い
。

　
文
化
会
館
的
中
央
公
民
館
と

市
民
プ
ー
ル
の
実
現
を
期
し
た

い
。　

三
月
の
定
例
議
会
に
こ
れ
ら

の
案
を
提
出
し
、
そ
の
具
体
化

と
、
予
算
の
成
立
を
計
り
た
い
。

　
白
石
川
河
道
整
備
の
促
進

　
白
石
川
原
の
河
道
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
半
数
地
主
の
承

諾
を
得
て
い
る
が
、
相
続
、
そ

の
地
で
登
記
が
出
来
ず
困
っ
て

い
る
が
早
期
完
成
の
た
め
鋭
意

努
力
中
で
d

木
　
孝
一
郎

　
衛
生
セ
ン
タ
i
（
ゴ
ミ
処
理

場
）
の
新
設
と
余
熱
利
用
の
実

現
を
計
り
た
い
。

　
す
で
に
弥
治
郎
地
区
に
ゴ
ミ

処
理
場
用
地
を
求
め
造
成
工
事

に
着
手
し
八
億
五
千
万
の
予
算

を
計
上
し
工
事
請
負
も
決
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
公
害
を
出

さ
ず
に
、
余
熱
利
用
を
計
る
計

画
を
す
す
め
て
い
る
。

　
白
石
消
防
署
の
移
転
新
築
を

実
現
す
る
。

　
敷
地
も
、
白
石
郵
便
局
と
な

り
の
大
味
跡
地
と
き
ま
り
、
取

こ
わ
し
も
終
っ
た
の
で
、
建
築

へ
向
っ
て
計
画
を
す
・
め
て
い

る
。　

新
北
白
川
橋
の
実
現
と
白
川

保
育
所
の
建
設
を
す
》
め
る
。

　
地
元
の
要
求
と
地
元
県
議
団

の
御
協
力
で
架
橋
が
県
で
決
定

し
た
の
で
実
現
の
た
め
市
と
し

て
も
積
極
的
に
協
力
し
、
早
期

完
成
を
は
か
る
。
又
約
束
通
り

白
川
保
育
園
の
建
設
を
行
う
。

　
深
谷
公
民
館
と
大
岳
橋
の
完

成
に
と
も
な
う
地
元
開
発
の
実

現
を
計
る
。

　
総
工
費
二
億
に
及
ぶ
両
工
事

が
落
成
し
た
の
で
今
後
の
利
用

活
動
に
つ
い
て
地
元
の
協
力
を

得
、
市
民
総
参
加
の
運
動
を
具

体
化
し
た
い
。

　
小
原
保
育
園
の
三
月
完
成
を

期
し
お
母
さ
ん
方
と
今
後
の
活

用
の
方
法
を
協
議
す
る
。

　
懸
案
の
小
原
保
育
園
が
三
月

に
完
成
す
る
の
で
生
活
環
境
に

マ
ッ
チ
し
た
利
用
方
法
を
お
母

さ
ん
方
と
協
議
し
た
い
。

　
川
原
子
線
第
四
期
工
事
、
鳥

越
線
第
三
期
工
事
、
小
原
・
沼

線
工
事
の
推
進
。

　
大
き
な
道
路
工
事
で
南
蔵
王

の
開
発
を
目
指
し
て
そ
の
推
進

を
計
り
た
い
。

　
大
学
誘
致
と
青
少
年
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
実
現
。

　
こ
れ
は
新
し
い
構
想
で
商
工

会
議
所
と
市
議
会
に
も
特
別
委

員
会
を
十
二
月
の
定
例
議
会
で

決
め
た
の
で
民
間
、
市
側
一
体

と
な
り
実
現
を
期
す
る
運
動
を

展
開
す
る
ρ
前
者
は
腰
を
す
え

　
　
　
C

ね
ば
り
強
く
、
後
者
は
南
蔵
王

開
発
の
拠
点
と
し
て
三
月
末
を

目
途
に
全
力
を
あ
げ
る
事
に
し

て
い
る
。
白
石
市
の
今
後
の
開

発
の
大
き
な
目
標
と
し
て
実
現

を
計
り
た
い
。

　
農
業
振
興
の
基
本
計
画
の
具

体
化
と
減
反
政
策
の
恒
久
対
策

を
計
り
た
い
。

　
昨
年
三
月
に
答
申
を
貰
っ
た

の
で
そ
の
実
現
方
に
つ
い
て
農

協
、
改
良
普
及
所
と
協
議
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
米
作
転

換
、
減
反
の
問
題
が
国
自
体
で

グ
ラ
グ
ラ
し
た
方
針
で
決
ま
ら

な
い
の
で
困
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
含
め
農
業
安
定
の
た
め
こ

の
基
本
計
画
の
実
行
方
法
を
決

め
農
家
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

得
た
い
。
こ
れ
は
農
協
と
総
力

を
あ
げ
実
効
を
期
し
、
話
を
す

す
め
具
体
化
を
計
り
た
い
。

　
大
鷹
沢
小
学
校
の
新
築
落
成

と
第
二
中
学
校
（
仮
称
）
の
構

想
を
と
り
ま
と
め
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
実
現
、
今
年
中
に
結
論

を
出
し
た
い
。

　
二
月
上
旬
か
ら
市
政
懇
談
△
蔦

　
第
二
回
の
こ
の
試
み
は
課
長

総
出
動
で
実
行
す
る
。
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碧
、
　
　
　
、

明
る
く
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
都
市
づ
く
り
に
全
力
を

恵墨

［
墾
、

議
長

斎

　
希
望
に
満
ち
た
昭
和
五
十
五

年
の
年
頭
に
あ
た
り
市
議
会
を

代
表
し
て
謹
ん
で
迎
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
昨
年
五
月
、
議
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
深

く
痛
感
い
た
し
、
議
会
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
不
偏
不
党
、

公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
、

相
互
に
理
解
と
信
頼
を
深
め
な

が
ら
、
市
勢
の
進
展
と
白
石
市

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
最
善

の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
白
石
市
誕
生
以
来
、
二
十
七

年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
間
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
力
強
い
ご
協
力
に
よ
り
順
調

に
、
仙
南
の
中
核
都
市
と
し
て

発
展
を
遂
げ
、
都
市
の
産
業
形

態
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

彦

一

　
昨
年
は
地
方
卸
売
市
場
の
設

置
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

ま
た
念
願
の
白
石
バ
イ
パ
ス
全

面
開
通
等
、
着
々
そ
の
整
備
が

な
さ
れ
、
い
よ
い
よ
来
年
は
東

北
の
夜
明
け
と
も
い
う
べ
き
東

北
新
幹
線
開
通
の
運
び
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
に
と
っ
て
さ
ら

に
発
展
の
要
素
が
秘
め
ら
れ
て

大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
は
七
ヶ
宿
ダ

ム
建
設
に
伴
う
広
域
水
道
対
策

下
水
道
事
業
、
ま
た
仙
南
地
域

広
域
行
政
圏
の
諸
問
題
、
加
え

て
市
民
宿
望
で
あ
る
大
学
の
誘

致
、
そ
し
て
文
部
省
が
計
画
し

て
い
る
南
蔵
王
山
ろ
く
に
有
望

視
さ
れ
る
青
少
年
野
外
活
動
施

設
誘
致
に
つ
い
て
も
去
る
十
二

月
定
例
議
会
に
早
期
解
決
を
図

る
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
な
ど
、
そ
の
ほ
か
中
央
公
民

館
を
含
め
た
文
教
施
設
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

私
ど
も
は
、
課
せ
ら
れ
た
地
方

自
治
の
確
立
と
そ
の
基
調
で
あ

る
白
石
市
民
の
幸
せ
を
願
う
た

め
議
貝
全
員
が
市
当
局
と
も
ど

も
一
丸
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
負

託
に
お
応
え
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
八
十
年
代
の
ス
タ
ー
ト
に
立

つ
意
義
深
い
本
年
は
内
外
と
も

厳
し
い
情
勢
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
今
年
は
参
議
院
議

員
や
、
も
っ
と
も
身
近
な
市
長

選
、
そ
し
て
市
議
会
議
員
補
選

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
議
員

　
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
、
全

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ち

康
で
住
み
よ
い
明
る
い
都
市
づ

く
り
に
全
力
を
傾
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
市
民
各
位
の
一

層
の
お
力
添
え
と
、
ご
叱
正
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
皆
さ
ま
の
限
り

な
い
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

，
し
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が

議
会
を
代
表
し
て
新
春
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長
　
斎
　
　
彦
一

副
議
長
　
橋
本
徳
四
郎

　
　
　
　
保
科
　
善
久

　
　
　
　
吉
見
三
代
治

あけましておめでとうございます

佐鹿成遠佐小佐宍制半高
竹又沢藤藤室藤戸野沢子

　喜庄倉徳欣一敏正良文
芳男介雄三一二雄光吾雄

大
槻
慶
治
郎

高
橋
　
清
作

鈴
木
　
彦
一

矢
ノ
目
八
蔵

長平山上小
沢間谷西山

　　宗重惣
博明吉信策

浜
田
徳
兵
衛

松
本
　
正
男

和
泉
　
義
孝

半
沢
　
正
三

制
野
　
昭
市
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市
内
中
学
校
六
校
の
施
設
整
備
の

概
要
は
、
す
で
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
に
改
築
さ
れ
た
白
川
、
福
岡
中

学
校
の
二
校
、
未
改
築
木
造
校
舎
の

も
の
が
南
、
大
鷹
沢
、
白
石
、
小
原

1
白
石

占
父
螢
”
瞑

桑
ネ
r
ネ
ノ

・
大
鷹
沢
中
1

中
学
校
の
四
校
で
あ
り
ま
す
。

　
未
改
築
の
四
校
に
つ
い
て
は
年
次

計
画
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
が
大

鷹
沢
中
、
白
石
中
に
つ
い
て
は
、
生

徒
数
、
そ
の
他
の
理
由
か
ら
学
区
を

　　騒撚

　鐸癒鰻醒
灘・欝

甥

白石中学校△

ー
亀

再
編
成
し
て
、
大
鷹
沢
中
学
校
区
と

白
石
中
学
区
の
一
部
を
統
合
し
た
統

合
中
学
校
と
白
石
中
学
校
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
新
築
、
改
築
を
行
う
計
画
が

あ
り
ま
す
。

…
綴

　　　　　　毒

わ

△大鷹沢中学校
　　、鼻
業

　
大
鷹
沢
中
学
校
の
現
在
の
生
徒
数
　
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
の
通
学
路
を
確
保

八
十
四
名
、
学
級
数
三
、
昭
和
六
十
　
す
る
。
ま
た
予
定
位
置
に
つ
い
て
は

年
度
の
予
想
生
徒
数
（
自
然
増
の
み
）
孝
子
堂
と
熊
野
神
社
を
結
ぶ
線
を
基

百
名
、
十
六
名
の
徴
増
に
と
ど
ま
る

が
、
白
石
中
学
校
の
場
合
、
現
在
の

生
徒
数
九
百
二
十
八
名
、
学
級
数
二

十
二
、
昭
和
六
十
年
度
の
予
想
生
徒

数
（
自
然
増
の
み
）
千
百
九
十
六
名

学
級
数
六
増
、
二
百
六
十
八
名
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
マ
ン
モ
ス
化
が

す
す
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
で
、
白

石
中
学
校
の
改
築
を
実
施
す
る
た
め

に
生
徒
数
を
七
百
名
内
外
の
適
正
規

模
に
お
さ
え
、
そ
の
た
め
に
は
大
鷹

沢
中
学
校
と
白
石
中
学
校
の
一
部
学

区
を
統
合
し
、
統
合
中
学
校
を
作
っ

て
マ
ン
モ
ス
化
す
る
白
石
中
学
校
の

生
徒
数
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
学
校
管
理
上
、
学
校

総
数
を
現
在
の
六
校
に
お
さ
え
、
大

規
模
、
小
規
模
の
学
校
を
解
消
し
、

適
正
規
模
の
生
徒
数
を
有
す
る
学
校

に
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

統
合
中
学
校
の

　
　
　
設
置
予
定
地
と
学
区

　
統
合
中
学
校
区
は
、
大
鷹
沢
全
区

と
現
白
石
中
学
校
学
区
一
部
（
東
北

本
線
を
基
準
と
し
て
東
部
の
地
域
）

を
合
併
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
両

地
区
の
隣
接
也
域
を
選
定
し
、
そ
れ

準
と
し
、
一
部
山
林
、
一
部
田
畑
を

買
収
し
、
こ
れ
を
造
成
す
る
。

　
統
合
中
学
校
の
学
区
は
、
大
鷹
沢

中
学
校
区
と
、
現
白
石
中
学
校
区
に

入
っ
て
い
て
、
東
北
本
線
の
東
側
に

位
置
す
る
郡
山
、
上
郡
山
、
柳
町
、

本
郷
第
一
、
鷹
の
巣
の
各
行
政
区
を

合
併
し
て
新
し
い
学
区
と
し
、
こ
の

う
ち
郡
山
、
柳
町
地
区
は
東
北
本
線

に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

は
今
後
も
当
該
地
区
の
住
民
と
の
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

統
合
中
学
校
建
設
事
業
実
施
計
画

　
統
合
中
学
校
の
建
設
は
次
の
よ
う

な
年
次
計
画
と
し
ま
す
。

一
昭
和
五
十
五
年
度
用
地
取
得
並
び

　
に
造
成
。

二
昭
和
五
十
六
年
度
校
舎
、
屋
体
等

　
の
建
設
。

　
現
白
石
中
学
校
の
改
築
は
昭
和
五

十
七
年
度
と
し
ま
す
。

　
以
上
構
想
に
つ
い
て
は
去
る
十
月

十
五
日
柳
町
地
区
を
皮
切
り
に
十
一

月
十
四
日
ま
で
の
間
に
該
当
地
区
内

に
お
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
が

御
意
見
、
御
希
望
等
を
教
育
委
員
会

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

4

あ
な
た
の
タ
イ
ヤ
は
大
丈
夫
？

タイヤの摩耗限度を設定

乗用車は1．6ミリ以上
　
運
輸
省
で
は
、
摩
耗
タ
イ
ヤ
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
「
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
限
度
」
を
設
定

し
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
一
日
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
道
路
を
走
る
場
合
の
、
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぞ

ヤ
の
種
類
別
摩
耗
限
度
－
溝
の
深

さ
の
限
度
　
　
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
「
摩
耗
限
度
」
の
設
定
に
よ

っ
て
、
限
度
以
下
の
タ
イ
ヤ
を
使
用

し
て
い
る
車
は
車
検
が
不
合
格
に
な

る
の
は
も
と
よ
り
、
道
路
交
通
法
に

よ
る
整
備
不
良
車
両
運
転
禁
止
違
反

と
な
り
、
違
反
点
数
は
一
点
で
、
反

則
金
は
六
千
円
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
速
道
路
を
走
る
場
合
は
、

一
般
道
路
に
比
べ
て
制
動
距
離
（
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停
止
す
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
距
離
）
も

タ
イ
ヤ
の
種
類

乗
　
用
車
　
用
　
タ
　
イ
　
ヤ

軽
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ

小
型
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ

ト
ラ
ソ
ク
及
び
バ
ス
用
タ
イ
ヤ

ニ
輪
自
動
車
用
タ
イ
ヤ

溝
深
さ
の
限
度
　
長
く
、
横
す
べ

　
　
　
　
　
　
り
な
ど
、
不
慮

　
　
　
　
　
　
の
事
故
を
招
く

　
丁
六
ミ
リ
　
恐
れ
も
多
い
の

L
欝
藩

　
　
　
　
　
　
さ
い
。

タイヤの交換時期は

サインで判断をスリップ

　
タ
イ
ヤ
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
”
こ
れ
以
上
す
り

減
る
と
危
険
で
す
よ
”

と
い
う
摩
耗
限
度
を
知

ら
ぜ
る
ス
リ
ッ
プ
・
サ

イ
ン
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ス
リ
ッ
プ
・
サ

イ
ン
は
、
溝
の
中
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
設
け
ら

れ
て
い
る
”
突
起
物
”

で
、
こ
の
部
分
ま
で
タ

イ
ヤ
が
摩
耗
す
る
と
部
分
的
に
溝
が

な
く
な
り
、
タ
イ
ヤ
交
換
の
時
期
を

知
ら
せ
る
わ
け
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
乗
用
車
の
新
品
タ
イ

ヤ
の
八
ー
九
ミ
リ
の
溝
が
一
・
六
ミ
リ

に
な
る
の
は
、
走
行
距
離
が
三
万
五

千
～
四
万
キ
ロ
が
一
つ
の
目
安
で
す
。

　
　
が

　
て
ン

　
　
　
　
ー

　
　
つ
イ
態

　
ヘ
サ
状

　
り
ブ
た

　
す
ン
し

　
が
ナ
出

　
　
ド

　
溝
ス
露

」
4

丼

スリッフ事故防止

新しいタイヤでは、

畿語じ論獣

7
講

　
　
の

　
　
℃

　
　
サ

　
　
ツ
／

　
　
ス

　
　
さ

　
　
深

　
　
の

　
　
ノ

　
　
ミ

　
　
9

　
　
、

　
　
8

璽

”
ツ
ル
ツ
ル
タ
イ
ヤ
”

　
　
　
　
　
　
制
動
距
離
は
新
品
タ
イ
ヤ
の
三
割
増

　
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
タ
イ

ヤ
が
す
り
減
っ
て
す
べ
り
止
め
の
溝

か
浅
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

㍉
グ
壇

　
タ
イ
ヤ
の
溝
は
、
雨
の
日
や
湿
っ

た
道
路
を
走
る
場
合
、
タ
イ
ヤ
と
地

面
の
接
触
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
道

路
上
の
水
を
瞬
間
的
に
排
水
す
る
大

切
な
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
溝
の
浅
く
な
っ
た
タ

イ
ヤ
の
場
合
は
排
水
機
能
が
弱
く
な

り
、
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
接
触
部
分
に

水
を
含
ん
で
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
．
と
く
に
高

速
道
路
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い

る
た
め
に
タ
イ
ヤ
が
路
面
か
ら
浮
き

上
が
り
、
排
水
し
き
れ
な
い
水
の
上

を
走
る
（
滑
る
）
こ
と
に
な
り
、
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
雨
の
日
の
走
行
状
態

が
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
…
ニ
ン
グ
現
象
と

い
わ
れ
る
も
の
で
、
雨
の
日
の
高
速

道
路
で
発
生
す
る
事
故
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
溝
の
す
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ

は
、
新
し
い
タ
イ
ヤ
に
比
べ
て
制
動

距
離
（
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停

止
す
る
ま
で
の
距
離
）
も
長
く
、
そ

れ
だ
け
危
険
度
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
運
輸
省
の
「
タ
イ
ヤ
摩
耗
限
度
検

討
会
」
が
行
っ
た
雨
の
日
の
ブ
レ
ー

キ
・
テ
ス
ト
結
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
溝
が
”
摩
耗
限
度
”
の
一
・
六
ミ

り
の
タ
イ
ヤ
と
、
新
品
の
タ
イ
ヤ
（
溝

の
深
さ
は
八
～
九
ミ
リ
）
を
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
時
速
八
十
キ
ロ
で
普

通
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
場
合
、
新

品
の
タ
イ
ヤ
は
約
五
十
メ
ー
ト
ル
で

止
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
一
、
六
ミ
リ
の
タ

イ
ヤ
の
場
合
に
は
、
停
止
す
る
ま
で

六
十
三
メ
ー
ト
ル
も
か
か
り
、
新
品

の
タ
イ
ヤ
に
比
べ
て
約
三
割
増
の
制

動
距
離
が
必
要
で
す
。

　
タ
イ
ヤ
の
交
換
は
お
早
め
に
ー
。

5



“
省
エ
ネ
暖
房
”
の
す
す
め

暖
房
温
度
は
1
9
度
以
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ご
協
力
を

　
昨
年
の
夏
は
「
冷
房
温
度
は
お
お

む
ね
二
十
八
度
」
を
目
標
に
、
石
油

の
消
費
節
減
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
冬
の
”
省
エ
ネ
目
標
”

は
「
暖
房
温
度
は
十
九
度
に
お
さ
え

よ
う
」
で
す
。

　
暖
房
温
度
を
一
度
下
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
節
約
で
き
る
灯
油
は
、
一
世

帯
あ
た
り
年
間
約
二
十
リ
ッ
ト
ル
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

仮
に
三
度
下
げ
る
と
し
ま
す
と
年
間

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

約
六
十
リ
ッ
ト
ル
も
の
節
約
と
な
り
、

家
計
の
上
で
も
そ
れ
な
り
の
出
費
を

お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ

み幻なで考えよう

冬の省工ネルギー

　
こ
の
冬
の
家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
進
め
る
た
め
に
、
暖
房
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
節
約
に
っ
な
が
る
工
夫
を

け
で
す
。

　
家
庭
で
使
う
い
ろ
い
ろ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
中
で
は
、
平
均
し
て
暖
房
用

の
も
の
が
最
も
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
国
全
体
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め

る
う
え
で
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
”
省
エ
ネ
暖
房
”
へ
の
協
力
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

一

し
易

22

　
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
で
も
面

倒
が
ら
ず
に
、
ま
ず
身
の
回
り
の
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
カ
ー
テ
ン
は
な
る
べ

く
厚
手
の
も
の
を
使
う
の
も
”
省
エ

ネ
作
戦
”
の
】
つ
で
、
さ
ら
に
上
部

を
天
丼
ま
で
伸
ば
し
た
り
壁
に
密
着

さ
せ
、
下
は
床
に
ま
で
た
ら
す
と
、

部
屋
の
暖
か
さ
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
す
き
ま
風
は
部
屋
の
温
度

を
下
げ
る
の
で
、
窓
に
目
ば
り
を
す

る
の
も
よ
く
、
あ
る
い
は
窓
そ
の
も

の
を
気
密
性
の
高
い
サ
ッ
シ
に
取
り

替
え
る
と
部
屋
の
”
保
温
”
に
効
果

的
で
す
。
　
　
　
　
　
幅

　
ス
ト
！
ブ
に
つ
い
て
も
、
ふ
だ
ん

21℃

易
c

　
　
　
　
．
σ

　
　
　
　
2

。
瑠

　
　
　
　
し

　
　
　
　
円

手
入
れ
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
し
ん
が
そ
ろ
っ
て
い

な
か
っ
た
り
、
空
気
孔
に
ほ
こ
り
が

つ
い
て
い
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

が
よ
く
な
い
ば
か
り
か
、
不
完
全
燃

焼
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
日

ご
ろ
点
検
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
反
射
型
の
ス
ト
ー
ブ
の
場
合
は
、

反
射
板
を
よ
く
み
が
い
て
お
く
と
熱

効
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
家
庭
で
で
き
る
冬
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
わ
た
し

た
ち
一
入
ひ
と
り
が
、
ま
ず
身
の
回

り
に
目
を
向
け
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
も
の
で
す
ね
。

6
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こ
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カ
ー
テ
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の
丈
は

床
に
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ご
く
長
さ

一
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一
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塁
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幽
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“
　
　
ξ

帆
．
轟

　
　
Z
た
つ
の
温

　
　
度
調
即
や

　
　
オ
ン
オ
フ
は

　
　
こ
ま
め
に

隠鍛

、
t

’
一
㌧

一
’

ノ

駕
銃

O
●

反
射
鏡
を
み
が
い

た
し
、
し
ん
・
空
気

孔
￥
じ
オ
ー
ケ
ー
！

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
天
井
部
分
の

ノ

暖
か
い
空
気
E
下
に
お
く
る

II

、

膨

国
保
税
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
て
い
ま
す
か
。

O
誤
っ
た
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
、
病
院
を
転
々
と
渡
り

歩
い
た
り
、
む
や
み
に
薬
を
求
め
た

り
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
．
そ
れ
は
誤
っ
た
妥
診
の
仕

方
で
す
し
、
そ
の
う
え
み
ん
な
の
国

保
税
が
無
駄
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．

　
ま
た
忙
し
い
お
医
者
さ
ん
の
こ
と

も
潟
、
え
て
、
夜
間
、
休
H
の
診
療
や

往
診
も
、
急
患
の
場
合
以
外
は
で
き

る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し
て
ド
さ
い

⑤

O
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を

　
　
　
　
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
一
家
に
一
入
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を

あ
な
た
の
健
康
を
よ
く
知
っ
て
い
る

お
医
者
さ
ん
は
、
病
気
の
時
は
も
ち

ろ
ん
、
日
頃
の
健
康
の
支
え
に
も
な

っ
て
く
れ
ま
す
．

　
行
き
届
い
た
健
康
管
理
は
、
あ
な

た
、
医
師
、
そ
し
て
国
保
の
三
人
四

脚
で
行
わ
れ
る
の
が
の
ぞ
ま
し
い
で

す
、　

　
　
量
ノ

　
　
　
　
V
ー
、
－
　
　
、
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
徳
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
一

歯
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

適

79，

スポーツ

功績者

　
昭
和
五
十
四
年
中
に
各
種
大
会
で

活
躍
し
た
中
、
高
校
生
の
各
選
手
を

ス
ポ
ー
ッ
功
績
者
と
し
て
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
．
、
　
〔
敬
称
略
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
軽
々
量
級
個
尺
】
位
、
大
川
原

仁
、
軽
量
級
個
へ
一
位
、
佐
藤
浩
元

（
白
石
高
三
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
新
入
大
会
、
陸

上
円
盤
砲
丸
優
勝
、
日
下
春
光
（
白

工
高
三
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
走
巾
跳
、
三
段
跳
優
勝
、
佐
久

間
　
稔
（
大
河
原
商
高
三
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
二
百
好
自
由
形
一
位
　
跡
部
妃

（
白
女
高
三
年
）

▽
団
体
予
選
・
宮
城
県
高
等
学
校
新

入
大
会
・
水
泳
百
好
バ
タ
フ
ラ
イ
一

位
、
永
沢
晴
美
（
白
女
高
一
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
八
百
冒
自
由
形
、
渡
辺
富
美
枝

（
白
女
高
三
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
新
人
大
会
、
水

泳
百
、
二
百
治
背
泳
一
位
、
川
村
敦

子
へ
白
女
高
二
年
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
団
体
一
位
（
白
女
高
）

▽
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

体
操
一
位
、
佐
藤
由
美
、
半
沢
里
加

子
、
吉
野
礼
子
、
高
子
真
由
美
、
横

山
由
美
、
村
上
京
子
、
菅
野
小
百
合

太
田
ひ
ろ
み
（
白
女
高
一
、
二
年
）

▽
宮
城
県
中
学
校
体
育
連
盟
ス
キ
ー

大
会
第
一
位
、
木
村
弘
子
〔
福
岡
中

二
年
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
大
会
、
剣
道

個
入
優
勝
、
鈴
木
達
也
（
白
石
中
三

年
）

112
日月市

3
日

4
日

5
日

ワ
’
ロ
ロ

Q
ゾ
ロ
ロ

26　　　25　　　24　　　22　15　10

日　　日　　日　　日　日　日

長
日
誌

越
河
五
、
六
区
消
防
詰
所
落

成
式

第
｝
幼
稚
園
落
成
式

農
業
振
興
対
策
協
議
会

白
石
市
土
地
改
良
区
合
併
協

議
会

小
原
商
業
組
合
総
会

叙
勲
祝
賀
会

新
幹
線
促
進
対
策
特
別
委
員

会議
会
全
員
協
議
会

白
石
土
地
改
良
区
役
員
会

教
育
懇
談
会

青
少
年
の
市
民
会
議
常
任
理

事
会一

市
二
町
管
理
会

緑
の
少
年
団
野
球
チ
ー
ム
も

ち
つ
き
大
会

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

定
例
議
会

ス
キ
ー
場
開
き

仙
南
広
域
行
政
事
務
組
合
理

事
会

，
甫
山
林
道
協
会
予
算
復
活
要

†
決
起
大
会

深
谷
公
民
館
落
成
式

大
岳
橋
渡
り
初
め

仙
南
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
常
任
委

員
会

病
院
議
会
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福
岡
弥
治
郎
南
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
山
久
志
さ
ん
（
六
五
歳
）

　
　
木
地
挽
業
三
百
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
に
生
き
る

　
薪
ス
ト
ー
ブ
が
赤
々
と
燃
え
る
作

業
場
。
　
「
こ
け
し
の
顔
の
素
朴
な
や

さ
し
さ
が
好
き
で
…
…
」
と
、
筆
を

入
れ
な
が
ら
語
る
新
山
さ
ん
。
弥
治

郎
”
新
山
こ
け
し
”
の
伝
統
を
守
り

続
け
て
六
代
目
。
十
四
歳
の
と
き
か

ら
ロ
ク
ロ
を
踏
み
始
め
、
今
日
ま
で

数
々
の
名
作
を
つ
く
り
あ
げ
、
四
十

九
年
の
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
通
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
ま
た

去
年
の
秋
は
、
多
年
の
努
力
に
対
し

産
業
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
手
足
の
続
く
限
り
み
な
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
こ
け
し
を
作
り
続
け
た
い
。
」

と
、
語
る
。
こ
け
し
を
見
つ
め
る
真

剣
な
顔
に
”
弥
治
郎
こ
け
し
”
を
守

り
育
て
よ
う
と
い
う
自
信
が
…
…
。

昂き

嘗
き
あ
娯
ご
訳

　
　
熊
を
と
っ
た
話
（
そ
の
一
）

　
今
か
ら
六
・
七
十
年
前
の
こ
と
。

七
ヶ
宿
の
横
川
の
二
瓶
円
蔵
の
叔
父

に
与
一
と
い
う
者
が
い
た
。
与
一
は

　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
す
の
　
よ
　
い
ち

口
ぐ
せ
の
よ
う
に
、
那
須
余
一
は
、

弓
引
き
で
日
本
一
と
な
っ
た
が
、
こ

の
与
一
は
、
木
地
挽
き
で
日
本
一
に

な
る
ん
だ
、
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
ぐ
ら
い
腕
が
よ
か
っ
た
。

　
あ
る
春
先
の
こ
と
。
与
一
が
息
子

の
与
八
を
つ
れ
て
熊
沢
の
奥
の
相
場

山
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
栗
の
大
木
を

　
　
　
　
　
ね
　
　
　
ば
ら

打
っ
倒
し
て
練
り
鉢
の
木
取
り
を
し

て
い
た
。
そ
し
て
な
に
気
な
く
下
の

ほ
う
を
見
る
と
、
親
子
熊
が
穴
か
ら

出
て
き
て
、
沢
の
杉
の
木
の
ゴ
ロ
に

親
熊
が
小
熊
を
入
れ
た
り
出
し
た
り

し
て
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
。

与
一
は
息
子
に
「
家
さ
帰
っ
た
ら
、

　
　
　
　
　
ぷ

決
す
て
鉄
砲
打
づ
に
、
こ
の
ご
と
ば

お
し
エ
ん
な
よ
（
教
え
る
な
よ
）
ど

か
た
く
、
い
い
つ
け
た
。
し
か
し
、

息
子
は
家
に
帰
る
と
、
父
親
か
ら
い

わ
れ
た
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
、

猟
師
に
「
お
ら
ー
（
お
れ
は
）
熊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

え
っ
と
ご
（
い
る
と
こ
ろ
）
知
っ
て

る
」
と
い
っ
た
。
　
「
ほ
ご
（
そ
こ
）

ど
ご
だ
」

お
ど
っ
つ
あ
ん
（
お
父
さ
ん
）
に
、

ご
っ
し
ゃ
が
る
れ
（
し
か
ら
れ
る
）
、

「
え
ー
が
ら
、
ど
ご
だ
が
、
お
し
エ

ろ
」
　
「
だ
め
だ
」
と
い
う
具
合
で
、

「
お
し
エ
っ
と
（
教
え
る
と
）
わ
ざ
わ
ざ

⑳
菅
野
新

猟
師
は
、
こ
れ
で
は
聞
い
て
も
無
駄

だ
と
思
っ
て
、
次
の
日
、
与
一
親
子

が
稼
ぎ
に
行
く
あ
と
を
、
こ
っ
そ
り

追
っ
か
け
た
。

　
山
に
行
く
と
、
た
し
か
に
、
熊
の

親
子
が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん

で
い
る
。
そ
の
日
は
、
そ
の
ま
ま
帰

っ
た
が
、
与
一
の
出
掛
け
な
い
日
を

え
ら
ん
で
、
と
う
と
う
、
こ
の
親
子

熊
を
射
止
め
て
し
ま
っ
た
。
与
一
は

こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
と
て
も
、
が

っ
か
り
し
た
。
「
あ
あ
、
お
れ
の
家

も
こ
れ
で
終
り
だ
な
あ
」
と
甥
の
円

蔵
に
話
し
た
と
い
う
。
案
の
じ
ょ
う

与
一
の
家
は
、
孫
の
代
に
後
が
絶
え

た
。熊

を
と
っ
た
話
（
そ
の
二
）

　
横
川
の
佐
藤
富
治
と
高
橋
倉
治
は

姓
は
違
う
が
兄
弟
だ
っ
た
。
こ
の
兄

弟
は
、
そ
ろ
っ
て
、
な
か
な
か
の
豪

傑
だ
っ
た
。
今
か
ら
八
十
年
ほ
ど
前

の
冬
の
こ
と
。
冬
至
少
し
前
に
、
追

見
の
裏
山
に
あ
る
ス
ミ
ヤ
銀
山
の
ス

キ
（
鉱
山
の
穴
）
に
、
大
熊
が
は
い

っ
た
の
を
見
と
ど
け
た
者
が
い
て
、

　
　
　
　
、
横
川
ま
で
の
ぼ
っ
て
、

教
え
に
き
て
く
れ
た
。

　
そ
れ
ー
ッ
と
ば
か
り
、
こ
の
兄
弟

が
喜
び
勇
ん
で
出
掛
け
て
行
っ
た
。

　
横
川
か
ら
穴
の
と
こ
ろ
ま
で
一
時

間
と
か
か
ら
な
い
。

ま
つ
　
　
　
や
り

門
と
槍
を
手
に
持
っ
て
、

に
、
は
い
っ
て
行
っ
た
。

行
く
と
、
奥
の
方
か
ら
、

と
、
大
熊
が
現
わ
れ
た
。 　

　
　
　
　
た
い

弟
の
倉
治
が
松

人
と
熊
の
大
格
闘
が
始
ま
っ
た
。

治
は
、
や
や
も
、
じ
ゃ
（
目
茶
苦
茶
）
、

股
を
か
ま
れ
、
ぶ
ん
の
め
さ
れ
て
、

ニ
ゾ
（
冬
に
か
ぶ
る
わ
ら
の
袋
帽
子
）

の
上
か
ら
頭
を
ガ
ブ
ッ
と
か
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
め

倉
治
は
、
こ
れ
で
は
駄
目
だ
、
と
思

っ
て
、
わ
ざ
と
死
ん
だ
ふ
り
を
す
る

と
、
熊
は
、
か
む
の
を
や
め
て
、
穴

か
ら
出
て
来
た
。

　
入
口
で
待
っ
て
い
た
兄
の
富
治
は

　
　
　
つ
く
し
ょ
う

「
こ
ん
畜
生
」
と
ば
か
り
、
火
縄
銃

で
一
発
で
射
止
め
た
。
し
か
し
、
穴

に
は
い
っ
た
弟
の
こ
と
が
心
配
な
の

で
、
射
止
め
た
熊
に
は
、
か
ま
っ
て

い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
、
穴

の
な
か
に
、
は
い
っ
て
行
っ
た
ら
、

弟
が
「
ウ
ー
ン
、
ウ
ー
ン
」
と
奥
の

方
で
、
う
な
っ
て
い
る
。
抱
き
起
こ

す
と
、
血
だ
ら
け
だ
っ
た
。
び
っ
く

り
し
て
着
て
い
た
着
物
を
、
ぶ
っ
つ

あ
い
て
、
応
急
手
当
て
を
す
る
と
、

す
ぐ
横
川
に
飛
ん
で
帰
り
「
大
変
だ

大
変
だ
」
と
、
み
ん
な
に
知
ら
せ
た
。

そ
れ
で
、
み
ん
な
で
、
か
け
つ
け
、

タ
ン
カ
を
つ
く
り
、
そ
の
場
か
ら
鎌

先
温
泉
ま
で
雪
道
を
、
ヤ
ン
サ
ヤ
ン

　
　
つ

サ
と
担
い
で
行
っ
た
。
取
っ
た
大
熊

の
ほ
う
は
、
ほ
か
の
人
た
ち
に
頼
ん

で
、
横
川
ま
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
。

穴
の
な
か

何
十
間
と

ノ
ッ
ソ
リ

こ
こ
で
、

　
　
　
倉
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生
活
の
知
恵

寒
山
・
拾
得
と
費
茶
翁

　
寒
山
拾
得
（
か
ん
ざ
ん
じ
ゅ
っ
と

く
）
　
　
中
国
の
唐
の
こ
ろ
、
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
　
し

を
同
じ
く
し
て
出
た
二
人
の
道
士
の

こ
と
。
拾
得
は
、
初
め
天
台
山
の
国

　
　
　
　
　
　
ぶ
か
ん

清
寺
の
高
僧
、
豊
干
禅
士
に
拾
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ざ
ん

た
の
で
、
こ
の
名
が
付
い
た
。
寒
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ん

は
、
国
清
寺
に
き
て
、
拾
得
か
ら
残

ぱ
ん飯

を
も
ら
っ
て
い
た
、
詩
を
よ
く
す

　
　
ひ
ん
し
　
　
　
　
か
ん
げ
ん

る
一
貧
士
で
、
寒
厳
に
住
ん
で
い
た

曳宿

薔属

の
で
、

道
士
の
遊
び
た
わ
む
れ
て
い
る
様
子

が
俗
世
を
超
越
し
て
い
た
の
で
、

僧
た
ち
の
好
画
題
と
な
っ
た
。

に
は
、

国
宝
）
、

美
）
、

重
美
）

四
大
画
家
の
一
人
で
あ
っ
た
菊
田
伊

州
も
、

高
橋
昭
義

　
　
　
　
　
（
大
　
平
）

寒
山
と
呼
ば
れ
た
。
二
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
作

が
ん
き

顔
輝
筆
（
国
立
博
物
館
蔵
・

　
か
お
う

　
可
翁
筆
（
相
国
寺
蔵
・
重

し
ゅ
う
ぷ
ん

周
文
筆
（
国
立
博
物
館
蔵
・

な
ど
が
あ
る
。
昔
、
仙
台
の

こ
の
絵
を
描
い
て
い
る
。

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

　
　
　
歌
　
　
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
き

数
々
の
悲
し
み
秘
め
し
庵
あ
と
寂
光
院
の
晩
秋
し
ず

か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

草
深
き
山
路
登
れ
ば
炭
小
屋
の
朽
ち
果
て
落
ち
て
吾

れ
も
こ
う

亦
紅
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

う
つ
ろ
な
る
吾
の
心
に
わ
く
ら
ば
の
悲
し
か
り
け
り

通
院
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

秋
風
の
ふ
き
わ
た
り
来
る
朝
庭
に
揺
れ
ひ
そ
か
な
リ

コ
ス
モ
ス
の
花
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

置
物
の
ご
と
く
裸
木
に
鳶
は
止
ま
り
雪
野
に
朝
の
光

耀
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

遙
か
な
る
蔵
王
の
峰
の
残
雪
は
縞
肌
見
せ
て
初
夏
を

色
彩
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

　
現
在
、
中
野
良
（
京
都
府
宇
治
市

在
住
）
も
、
こ
の
絵
を
よ
く
す
る
。

　
費
茶
翁
（
ば
い
さ
お
う
）
　
　
肥

前
蓮
池
の
人
（
一
六
七
五
～
一
七
六

　
　
　
　
　
ヒ
ざ
ん
げ
ん
み
ホ
う

三
）
。
月
海
、
柴
山
元
明
と
も
い
う
。

　
　
　
お
う
ば
く
さ
ん

　
初
め
黄
桀
山
に
行
き
、
そ
の
歳
を

ど
く
た
ん

濁
湛
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
病

　
　
　
　
　
は
ん
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
よ
う

に
か
か
り
、
煩
悶
の
末
、
つ
い
に
病

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
き
ゃ

躯
を
お
し
て
諸
国
行
脚
に
の
ぽ
り
、

　
　
　
　
　
つ
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
ざ
ん

た
ま
た
ま
、
筑
柴
（
九
州
）
の
雷
山

峰
に
登
り
、
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

国
に
帰
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
十
四
年

た
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
大
い
に
悟
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え

て
京
に
の
ぼ
り
、
茶
を
責
っ
て
飢
を

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係

（
白
石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

川
　
股
　
兵
　
三
　
選

防
ぎ
な
が
ら
、
春
の
花
、
秋
の
紅
葉

を
求
め
て
茶
席
を
設
け
て
客
を
待
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
い
さ
お
う

た
の
で
、
風
流
人
は
、
彼
を
売
茶
翁

と
呼
ん
だ
。
晩
年
、
岡
崎
に
い
て
、

持
っ
て
い
た
茶
器
を
全
部
、
火
に
く

べ
て
、
門
を
閉
じ
、
客
に
会
わ
ず
に

亡
く
な
っ
た
。
そ
の
行
状
が
禅
悟
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
　
す

似
た
も
の
が
あ
り
、
茶
笥
を
前
に
坐

し
て
い
る
画
像
が
ま
た
世
に
愛
せ
ら

れ
た
。
浦
上
玉
堂
の
作
が
あ
る
。

仙
台
市
の
公
民
館
前
の
「
責
茶
翁
」

は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
付
け
た
も
の

で
あ
る
（
野
間
清
六
、
谷
信
一
編

『
日
本
美
術
辞
典
』
に
よ
る
）
。

あ
し
た
に
も
霜
の
お
り
る
も
知
ら
ず
し
て
燃
ゆ
る
夕

日
に
映
ゆ
る
サ
ル
ビ
ア
　
　
　
　
　
加
藤
か
つ

子
等
と
来
て
虫
追
ひ
し
丘
を
ふ
り
む
け
ば
夕
日
に
映

え
て
赤
々
と
も
ゆ
　
　
　
　
　
　
柴
内
矩
子

枯
葉
ふ
み
母
の
墓
前
に
香
を
手
向
け
ひ
と
と
せ
前
の

あ
り
し
日
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

棟
上
げ
の
終
り
し
家
の
新
ら
し
き
木
の
香
は
秋
の
風

に
漂
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

木
犀
の
花
咲
き
に
ほ
ふ
娘
の
家
を
久
に
訪
ね
て
庭
に

惇
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

勤
務
せ
し
時
に
求
め
し
五
葉
松
鉢
を
お
お
ひ
て
枝
は

茂
げ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

背
丈
一
丈
、
足
跡
の
長
さ
】
尺
四
寸

目
方
五
十
貫
目
も
あ
っ
た
。
倉
治
は

鎌
先
の
お
湯
が
利
い
て
、
三
十
五
日

目
に
元
気
で
横
川
に
帰
っ
て
き
て
た

ま
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
な
お
、
熊
の
五
十
貫
目
は
、
人
間

だ
と
三
十
貫
目
ぐ
ら
い
に
当
た
り
、

こ
の
地
方
で
は
、
め
っ
た
に
い
な
い

大
き
な
熊
で
あ
る
。
大
体
、
こ
の
地

方
よ
り
も
青
森
県
や
、
岩
手
県
や
秋

田
県
の
ク
マ
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
う

で
あ
る
。
北
海
道
の
ヒ
グ
マ
は
、
百

貫
目
も
あ
る
。

俳
壇
鈴
木
貞
二
選

　
　
　
　
　
は
ね

コ
ス
モ
ス
や
翅
光
り
つ
・
虻
の
く
る
　
小
野
嘉
津
子

　
（
評
）
明
る
い
日
射
し
の
庭
に
コ
ス
モ
ス
が
咲
い

　
て
い
る
。
羽
を
光
ら
せ
な
が
ら
虻
が
と
ん
で
く
る

と
こ
ろ
に
作
者
の
発
見
が
あ
る
。

柴
負
う
て
杣
娘
い
そ
ぎ
ぬ
時
雨
中

家
々
の
木
犀
匂
ふ
城
下
町

土
手
稲
架
の
乾
き
の
早
き
日
和
か
な

や
ま
な
み
に
雲
ひ
く
く
な
り
秋
の
雨

吾
が
部
屋
の
掃
除
終
り
ぬ
花
麟
麟

稲
刈
り
に
野
菊
の
径
を
往
来
す
る

倒
れ
た
る
稲
刈
急
ぐ
夕
ま
ぐ
れ

木
犀
や
無
言
の
夫
の
出
勤
す

菜
を
間
引
く
肩
に
止
り
ぬ
赤
と
ん
ぽ

夕
映
え
が
縞
を
織
な
し
秋
深
く

龍
胆
は
牧
の
終
り
の
花
な
り
し

三
浦
愛
嶺

村
上
静
江

佐
藤
梅
月

青
木
良
子

遠
藤
省
三

山
吹
さ
く

半
沢
も
り
江

鈴
木
民
子

阿
部
み
さ
子

高
橋
千
代
子

選
者
吟

／0

　
　
　
　
』
起
こ
し
呼
吸
困
難
ぼ
な
り
、
意
識
不

、
　
　
　
　
　
　
、
　
t

カ
し
こ
㌧
～
明
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
M
㎜
㎜
㎜
㎜
　
部
屋
の
空
気
は
い
ぬ
も
き
れ
い
に

　
　
　
　
消
費
者
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
し
て
お
く
た
め
に
は
、
換
気
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
最
近
の
住
宅
は
ア
ル
ミ
サ
ッ

換
気
に
細
心
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
が
使
用
さ
れ
気
密
性
が
非
常
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
室

　
冬
期
は
い
ろ
い
ろ
な
暖
房
器
具
が

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で

窓
を
閉
め
切
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
換
気

で
す
。

　
閉
め
切
っ
た
ま
・
の
部
屋
で
、
ガ

ス
暖
房
や
石
油
暖
房
を
用
い
て
い
る

と
、
燃
焼
の
た
め
に
酸
素
を
消
費
し

て
｝
酸
化
炭
素
を
放
出
す
る
の
で
空

気
が
汚
れ
て
来
ま
す
。
そ
う
し
ま
す

と
酸
素
が
少
く
な
り
不
完
全
燃
焼
を

起
し
ま
す
。

　
室
内
に
い
る
人
は
、
中
毒
症
状
を

内
の
空
気
は
汚
れ
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
時
々
窓
を
開
け
新
鮮
な
空
気
と

入
れ
か
え
る
こ
と
が
健
康
上
も
っ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
一
時
間
に
一
度
空
気
の
入
れ
換
え

を
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
の
相
談
窓
口
設
置

　
白
石
市
で
は
灯
油
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
を
十
二
月
よ
り
設
置
し

ま
し
た
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

（
麿
五
～
二
一
一
一
内
線
一
二
七
）

寄

階

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
次
の
方
々
か
ら
御
寄
附
を
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。

市
離
縫
難
疑
㌦
白
石
談

○
白
石
市
字
半
沢
屋
敷
前
四
三
、
白

石
ポ
リ
テ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社
専

務
取
締
役
田
中
史
郎
氏
二
＋
万
目

円
　
o
仙
台
市
長
町
新
田
北
四
〇
～
木

四
五
、
家
元
菊
扇
徳
久
栄
氏
　
七
万

円
　
○
白
石
市
字
白
石
沖
七
一
〇

ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
中
村
鍾
一
氏
唖

＋
五
万
円
。
佐
藤
勝
子
後
援
会
個

　
十
万
円

〆

味
自
慢

・　
　
　
　
　
　
　
　
佐

大根葉入りのチャーハン

　
材
料
（
四
人
分
）

　
ご
は
ん
茶
わ
ん
四
杯
、
ダ
イ
コ
ン

葉
百
9
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
％
本
、
卵
二

個
ブ
タ
ひ
き
肉
百
9
、
紅
し
ょ
う

が
少
量
、
調
味
料
（
塩
、
油
、
し
ょ

う
ゆ
）

　
作
り
方

①
大
根
の
葉
は
、
茎
か
ら
こ
い
て
塩

　
を
入
れ
た
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
て

　
切
る
。

②
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
あ
ら
み
じ
ん
に
切

　
る
。

③
と
い
た
卵
を
小
さ
じ
一
杯
の
油
で

　
妙
り
皿
に
と
る
。

④
油
大
さ
じ
一
杯
で
ひ
き
肉
を
い
た

　
め
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
大
根
の
葉
、

　
卵
、
ご
は
ん
の
順
に
混
ぜ
入
れ
、

　
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
二
杯
を
ま
わ
し

　
入
れ
る

⑤
器
に
盛
り
紅
し
ょ
う
が
を
添
え
る
。

定
～
讐

容内所場間時相談日相談区分
結婚、離婚、遺産相続、借地借家、雇傭
差別待遇問題等。

国や県、市など役所の行う仕事について困って
いることや希望等。

白石市役所10：00～12：0016人権擁護相談

〃10：00～12：0016
行政相談

市民の日常の生活上の困1）ごと。ノノ

10：00～12：002516
生活相談

健康保険、船員保険、厚生年金など〃9：30～15：0022社会保険相談

60歳以上の方の職業斡旋。〃シナ高齢者職業紹介

税金などに関すること。〃10：00～16：0016
税務相談

買物苦情、消費生活一般。〃9；00～16：00毎週水木金消費生活相談

補聴器の修理、調整など。〃13：00～14：002810補聴器巡回
サービス

お気軽においで下さい
／ノ



　　　　　　　　　　　　　　　〉場所　市民会館

税の窓 口

お　　給与支払報告書の提出を

知　給与支払者に年末調整の書類を

ら発送しました。提出期限は1月31

せ日です。なるべくお早めに市役所

板税務課に提出願います。

　　なお他市町村分は総括表を付け

　て該当する市町村へ直接送付して

　ください。

　　　償却資産の申告を

　　55年1月11日現在、市内で事業

　を営み、その事業の用に供してい

　る償却資産（事務器機、各種機械

　工具など）をお持の方は、土地

　や家屋と同じく固定資産税の対象

　になります。

お　お送りしている「償却資産申告

知書」によって1月31日までに市役

ら所税務課に申告してください。

せ
　　くわしくは費5－2111内線
板
　141・145へお問合せください。

i成人式には簡素な服装i

　　成人式へ参加する方は、簡素な

　服装でお気軽にどうぞ。

　　ことしの該当者は

　昭和34年4月2日～35年4月1日

　までに生まれた方で、12月中に案

　内状を発送しましたが、届かない

　場合は中央公民館（君6－245
お
　3）にお問い合わせ下さい。
知
　〉日時　1月15日　午前10時
ら

献 血

　献血車「いづみ号」により献血

を実施いたしますので御協力下さ

るようお願いいたします。

〉日時　1月8日午後1時～3時
［＞場所　白石駅前広場

［＞その他　献血手帳をお持ちの方

　は御持参下さい。

世界農林業センサス

　センサスはふるさとを見つめる

チャンスです。

　2月1日は、全国いっせいに世

界農林業センサスが行われます。

　この農林業センサスは「農林業

に関する国勢調査」ともいうべき

最も基本的かつ総合的な統計調査

で、昭和25年以来5年ごとに実施

されているものです。調査は、す

べての農家林家を対象に行われま

す。この調査によって、我が国の

現在の農林業の姿がはっき『1）と浮

き彫りにされるわけです。

　この調査の結果は、町づくりの

基礎となることはもちろん、県な

り国なりでいろいろの施策、特に

農林業を発展させるための施策を

進める上で、最も基礎的な資料と

なるものです。

　調査員が皆様のお宅をお訪ねし

調査票に基づいて質問をいたしま

すが、この調査の趣旨を御理解の

上、御協力下さいますようお願い

いたします。

　なお、調査票に書かれたことは

統計のためにだけ使われるもので

ありのままをお答えくださいます

ようお願いいたします。　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　知
水道に冬仕度をi、

　　　　　　　　　　　　　　せ
　屋外の水道管やメーター箱が凍板

るとみなさん方も水道事業所も大

変損をします。早めに保温し、寒

さから水道管をまも『）ましょう。

〉水道管が凍るのは

（1）気温がマイナス4度以下

（2）水道管がむき出しになっている

　ところ

（3）水道管が北向きにあるところ

〔4）水道管が風あた｝）の強いところ

〉水道管を凍結や破裂から守るに

　は　　　　　　　　　　　　　お

（1）発泡スチロールによる保温はマ知

　イナス7度前後までです。それら

　以上温度が下ることも考えられせ

　ますので更に上から古毛布など板

　を巻いて保温しましょう。

（2）蛇口は一番凍結や破裂しやすい

　個所です。おやすみ前に翌朝取

　はずしができるように古毛布な

　どを巻きつけ保温しましょう。

（3）メーターが凍ると全部の蛇口の

　水が出なくなります。ビニール

　袋にボロ布や発泡スチロールを

　入れそれを箱に入れ保温しまし

　よつ。
　　　　　　　　　　　　　　　お
　もし万一凍結した場合市の水道
　　　　　　　　　　　　　　知
　事業では次のような解氷料金を
　　　　　　　　　　　　　　　ら

村
の
中
で
村
を
考
え
る
　
堀
越
久
甫

地
域
を
生
か
す
商
法
　
　
佐
藤
仁
威

鉄
道
き
っ
ぷ
大
研
究
　
　
辻
坂
昭
浩

新
し
い
尺
八
の
吹
き
方
　
佐
藤
節
嘉

ス
ワ
ヒ
リ
語
会
話
入
門

　
　
　
　
現
代
ア
フ
リ
カ
研
究
会

一
枚
の
キ
ル
ト
　
　
　
増
田
れ
い
こ

冗
談
の
作
法
　
　
　
　
青
木
雨
彦

氷
原
　
　
　
　
　
　
　
津
島
佑
子

雑
草
群
落
　
　
上
下
　
　
松
本
清
張

唐
獅
子
超
人
伝
説
　
　
　
小
林
信
彦

戯
作
者
銘
々
伝
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

　
子
ど
も
の
本

ロ
バ
の
お
う
じ

　
　
グ
リ
ム
M
・
ジ
ー
ン
ク
レ
イ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
話

ネ
コ
の
す
べ
て
1
飼
い
方
　
育
て
方

　
　
　
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
キ
ブ
ス

母
と
子
の
た
の
し
い
折
り
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
澤
　
章

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
転
校
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菅
生
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キ
ャ
プ
テ
ン
は
つ
ら
い
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
竜
二

佐辻佐堀長選前塩リ
藤坂藤越浜び田川フ
節昭仁久貞　邦優イ
嘉浩威甫治　江一ン

ザ
・
ベ
ス
ト

　
日
本
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
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泉
欣
一
郎

子
ど
も
と
の
会
話
　
R
・
D
レ
イ
ン

ニ
人
で
向
か
い
あ
っ
て
生
き
る
た
め

　
　
　
　
の
十
二
章
　
　
巻
　
正
平

魏
志
倭
人
伝
の
世
界
　
　
山
田
宗
睦

幾
山
河
私
の
来
た
道

　
　
　
　
東
村
山
市
立
図
書
館

初
恋
・
自
殺
・
不
良
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
仁
　
進

メ
イ
コ
の
く
ら
し
と
税
金

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ジ
　
テ
レ
ビ

頭
の
い
い
保
険
の
本
　
　
野
末
陳
平

手
話
へ
の
招
待
　
　
　
　
中
野
善
達

わ
が
聯
隊
　
　
ノ
ー
ベ
ル
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

動
物
に
心
が
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
D
・
R
グ
リ
フ
ィ
ン

リ
ウ
マ
チ
春
夏
秋
冬
　
　
塩
川
優
一

手
づ
く
り
家
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いただきます。

所要
時間

1時間

労務費

　円
1，500

諸経費

300円

材料費

実　費

計

材料使用ど
き実費加．算

1800円

1時間を超えるときは30分増す毎に750円加算

郵募　　集
ら

せ　　市営住宅入居者募集

板白石市新館団地市営アパート入

　居者を募集します。

　　住宅の概要

　〉住宅名　新館市営アパート

　〉募集戸数　7戸

　〉家賃及び型式　月額1万5千円

　　簡易耐火2階建

　〉受付期間及び受付場所

　　1月7日～1月16日（ただし日

　　曜祭日と土曜日の午後は除く）

　　市役所建設課

お　その他の申込み方法について詳

知しくは建設課住宅係（智5－21

ら11内線242）お問い合せ下さ
せい。

板～＿。一一．一．．．．圏．．．．．．．榊＿一，．＿＿．．＿一

国の進学ローン

　　来春進学されるお子さまをお持

　ちの方におすすめいたします。

　〉利用者　高校、大学等に進学さ

　　れるための資金を必要とされる

　　方

　　〉融資額　1世帯あたり50万円

　　以内

　［＞融資期間　高校3年以内、大学

お　4年以内（なお、ご希望により

知　これらの期間内で1年以内の据

ら　置もできます。）

せ〉利息　利用者の基準金利（現在

板
　　は年8，0％

　〉保証人　1名以上

　［＞返済方法　毎丹元利均等返済

　〉取り扱い期間　来春進学の方は

　　55年1月～55年4月

　　くわしくはもよりの国民金融公

　庫、銀行の窓口でご相談下さい。

郵便局
　郵政省では、1月から3月まで

「明るいくらしの設計簡易保険新

加入運動」を実施しております。

　交通事故、子供の教育、老後の

保障等、生命保険の保障のあるく

らしにより、家庭の幸せづくりに

役立っております。

　皆様からお預りした保険料は、

公共施設の建設等にお役に立って

お『）、白石市の発展建設資金とし

て融資をしております。

　（融資された資金、施設名）

○新館公営住宅建設　27，500千円

O第二幼稚園新築　　12，200千円

O福岡小学校改築　　47，600千円

O緑ヶ丘公営住宅建設94，90σ千円

○益岡公園整備　　　13，200千円

O大鷹沢小学校用地取得124，600千円

保育園児受託

　昭和55年4月、市立保育園に入

園を希望する幼児を受託します。

1募集人員

　東保育園　90名

　（うち3歳末満児9名程度）

　西保育園　120名
　（うち3歳末満児12名程度）

　南保育園　120名
　（うち3歳末満児12名程度）

　北保育園　60名

　（うち3歳末満児　6名程度）

　越河保育園　60名

　（うち3歳末満児　6名）

　深谷保育園　60名

　（うち3歳末満児　6名）

　小原保育園　60名

　（うち3歳末満児　6名）

2申込期間及び場所

　昭和55年1月4日から1月25日

　まで、白石市社会福祉事務所

　（健康センター内）

3受託条件
（1）家庭外労働

　児童の母親が昼間家庭の外で仕

　事をすることが普通なので、そ

　の児童の保育ができない場合。

（2）家庭内労働

　児童の母親が昼間家庭で児童と

　はなれて、日常の家事以外の仕

　事することが普通なので、その　　　　　　　　　　　　　　お
児童の保育ができない場合。た知

だし、父親がその仕事に従事しら

ていて、かつそのための使用人せ

がいる場合は除かれます。　　板

（3）母親のいない家庭

　母親の死亡、行方不明などで母

　親のいない家庭の場合。

（4）母親の出産等

　母親が出産の前後であったり、

　病気であったり、心身に障害が

　あったりするので、その児童の

　保育ができない場合。

（5）病人の看護等

　その児童の家庭に長期にわたる

　病人や、心身に障害のある人がお

　　　　　　　　　　　　　　知　いるため、母親がいつも、その
　　　　　　　　　　　　　　　ら　看護にあたっており、その児童
　　　　　　　　　　　　　　せ　の保育ができない場合。
　　　　　　　　　　　　　　板
（6）家庭の災害

　火災や風水害、地震などのため

　住居を失った『）破損したため、

　その復旧の間児童の保育ができ

　ない場合。

　ただし、（1）から（5）までの場合で

　その家庭の母親以外の人がその

　児童の保育ができる場合は除か

　れます。

5保育料

　児童福祉法の規定により、その

　家庭で課税されている市民税、

　所得税及び固定資産税の額によ

　り保育料が決定されます。

くわしくは、

（雪5－2111内線156）へ
おたずねください。

　　　　　　　　お

　　　　　　　　知

　　　　　　　　ら

　　　　　　　　せ
市社会福祉事務所板

人ロ　11月30目現在
男　20，269
　　　　　　　計41，709
女　21，440

　世帯数　10，930

／2
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区 分

健康相談
〃

〃

〃

妊婦教室
1才6ヵ月児健診

健康相談
3ヵ月児健診

健康相談
〃

〃

〃

”

〃

〃

3ヵ月児健診

健康相談
”

〃

〃

3才6ヵ月児健診

健康相談
〃

妊婦教室
健康相談
6ヵ月児健診

健康相談
〃

〃

〃

12ヵ月児育児相談

健康相談
〃

6ヵ月児健診

受付時間
9：00～11：00

9：00～11：00

9：30～1r：00

9：00～1L；00

9　：30～9　：40

12：30時問厳守

9：00～11：〔）0

12二40～12　：50

9：00～11：00

9：00～11：00

00n～09」9

9：00～11：（｝0

OOH～
［
り

⊃
」9

9：吐）O－11：00

9　：　3｛）～11　：〔）0

12：40～12：50

9：00～11：00

9：00～11二〇〇

9　：30～11　：00

9：00～11：1）O

12：30～13　：0｛）

9：00～11二1）0

9　：30～11　：00

9　：30～9　：40

9：00～11：00

12
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一

9：00～11：00

9：00～11：00

9　：30～11　：00

9，：瞥00～11：00

9＝50～10：00

13：00～13：10

9：00～11：00

9：00～11：00

12：40～12：50

対象地区

全　地　区

〃

白III地区

全地区
”

〃

〃

〃

〃

〃

大平地区

全地　区

越河地区

全　地　区

小原地区

全　地　区

〃

〃

大鷹沢地区

全地　区
〃

〃

福岡地区

全地区
”

白石地区以外

全地区
〃

斎”1地区

全地区
白石地区

白石地区以外

全地区
〃

白石地区

場　　所

健康センター

’ノ

白川公民館

健康センター

〃

〃

〃

”

〃

〃

大平公民館

健康センター

越河公民館

健康センター

小原公民館’

健康センター

’ノ

”

大鷹沢公民館

健康センター

〃

〃

福岡公民館

健康センター

〃

〃

”

〃

斎III公民館

健康センター

1’

〃

〃

〃

備　考

53年7月

生　れ

549．

54．9．14
～10．10

54．9．14
～IO．17

51．7月

54．7月

54．1月

54．7月

わが町のアイド1レ

駕

高橋静江ちゃん
　　（福岡滝下）

　　　撫、、

　　　　蹴
　　　　　瓢

　　菊地忠幸ちゃん
　　　　（大鷹沢）

休日急患当番医

月日

11

2

「b

13

15

0ウ】

27

内　　科

柿崎医院
〔5）2210

院
医
0

理
8

　
⑤

亘
ー

大沼医院
15）2502

広瀬医院
㈲0238

筐医院
〔5）2141

加藤（司1医院

（5〕2001

引地医院
（5）2036

柿崎医院
（5〉2210

外　　科

刈j田病院
（5）2145

〃

”

宮城医院
（5）2062

加藤（大）医院

（5）4701

堤医院
（5）1181

刈田病院
（5）2145

朝倉病院
（5）2101

都合により変更になる場合もあります

ノ4


